
1

同
志
社
女
子
部
創
立
百
周
年

記
念
誌
編
集
委
員
会
編

『
同
志
社
女
子
部
の
百
年
』

り
ま
す
と
、
「
百
年
史
」
で
な
く
「
黒
誌
L
 
と

し
て
と
、
説
明
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
ま
で
こ
れ

低
ど
ま
と
ま
っ
た
同
志
社
女
子
教
育
関
孫
の
資
料

.
木
は
な
か
0
た
だ
け
に
、
同
志
社
の
女
子
教
育
史

に
関
心
を
も
つ
者
に
と
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
貴
重

こ
の
上
な
い
歴
史
的
労
作
と
感
謝
せ
ず
に
船
ら
れ

ま
せ
ん
。
百
年
の
女
子
教
育
史
を
目
の
あ
た
り
に

見
る
よ
う
な
器
写
真
一
0
0
葉
に
加
え
て
、
女

子
部
の
沿
革
を
示
す
年
表
や
資
料
、
さ
ら
に
、
百

年
の
女
子
教
育
の
推
移
を
語
る
学
校
規
則
や
カ
リ

キ
ユ
一
フ
ム
等
の
資
料
倉
)
%
よ
ぴ
現
況
を
示
す

資
料
(
S
 
に
、
旧
教
師
や
卒
業
生
に
ょ
る
「
思

い
出
」
を
含
め
、
 
B
5
判
、
約
二
0
0
頁
に
わ
た

る
内
容
は
、
今
後
の
女
子
教
育
史
研
究
の
た
め
ぱ

か
り
で
な
く
、
第
二
世
紀
へ
の
新
し
い
教
育
が
、

真
に
同
志
社
立
学
の
精
神
に
根
ざ
し
、
正
し
く
教

育
の
道
統
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
得
る
た
め
の

不
可
欠
の
指
標
と
し
て
生
か
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
こ

と
を
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

と
く
に
開
校
当
初
か
ら
の
フ
メ
リ
カ
ソ
・
、
ホ
ー

ド
と
同
志
社
当
局
と
の
方
針
の
間
に
見
ら
れ
る
微

妙
な
、
ま
た
重
要
な
意
見
の
対
立
や
そ
れ
が
原
因

で
あ
る
と
見
ら
れ
る
明
治
十
八
年
、
同
三
十
年
の

女
子
部
存
亡
の
危
機
は
、
編
集
委
員
も
指
摘
さ
れ

同
志
社
女
子
部
創
立
百
周
年
記
念
誌

編
集
委
員
会
 
B
5
判
、
一
九
九
頁

昨
一
九
七
七
年
は
、
「
同
志
社
女
学
校
」
が
開

校
さ
れ
て
か
ら
百
周
年
に
当
九
る
記
念
の
年
で
あ

り
ま
し
た
。
同
志
社
女
子
中
学
・
一
局
等
学
校
で
は
、

百
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
記
壽
の
刊

行
を
企
図
さ
れ
、
七
七
年
四
月
に
編
集
委
員
会
を

発
足
せ
し
め
、
同
十
二
月
に
は
、
標
記
の
り
っ
.
は

な
記
壽
を
刊
行
さ
れ
ま
し
九
。
編
集
後
記
に
ょ

る
よ
う
に
、
同
志
社
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の

根
本
を
歴
史
的
に
理
解
す
る
上
の
、
き
わ
め
て
重

要
な
問
題
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
こ
の
た
ぴ
、
こ
の

問
題
を
解
く
た
め
の
貴
重
な
資
料
が
、
「
黒

声
に
ょ
っ
て
公
に
さ
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
う
れ

し
く
思
う
も
の
で
す
。
ま
た
国
家
主
義
と
天
皇
中

討
郭

心
主
義
に
ょ
っ
て
薇
わ
れ
て
い
九
わ
が
国
の
教
育

状
況
の
な
か
で
、
同
志
社
の
教
育
、
な
か
ん
ず
く

女
子
教
育
が
い
か
に
し
て
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
原

理
を
貫
き
と
船
し
た
か
?
こ
と
に
昭
和
十
年
代
に

起
こ
っ
九
数
六
の
暗
い
で
き
ご
と
に
学
校
当
局
や

教
学
貞
任
者
は
ど
の
よ
う
な
苦
闘
を
強
い
ら
れ
た

か
?
こ
の
記
念
腔
と
く
に
瓢
的
に
こ
の
時
代

の
資
料
の
探
索
・
収
集
に
つ
と
め
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
さ
ら
に
、
戦
後
の
混
乱
と
新
学
制
へ
の
移
行

の
時
代
も
か
な
り
綿
密
な
年
表
づ
く
り
が
な
さ
れ

て
い
て
興
味
深
く
、
ま
た
年
代
を
追
っ
て
変
化
す

き

り

る
同
志
社
の
地
図
、
建
物
の
配
置
図
に
も
肌
理
こ

ま
や
か
な
調
査
の
あ
と
が
う
か
が
わ
れ
て
あ
り
が

九
く
思
わ
れ
ま
す
。
開
校
当
初
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

派
遣
さ
れ
た
ス
タ
ー
ク
ウ
エ
ザ
ー
、
.
ハ
】
ミ
リ
ー

.
、ノ

等
女
性
宣
教
師
の
書
簡
や
、
ミ
ス
・
デ
ソ
ト
ソ
.

ノ
ー
ト
等
の
英
文
資
料
も
初
め
て
ま
と
ま
っ
て
目

に
す
る
こ
と
の
で
き
た
貴
重
な
資
料
で
、
同
志
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社
初
期
の
女
子
教
育
の
位
置
や
性
格
の
一
端
を
知

り
得
る
興
味
深
い
資
料
で
あ
り
ま
す
。

仁
井
国
雄
元
校
長
を
中
心
編
集
に
当
た
ら
れ

た
先
生
が
た
の
精
力
的
か
つ
緻
密
な
ご
努
力
と
、

武
間
冨
貴
前
同
窓
会
長
を
は
じ
め
女
子
部
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
多
く
の
先
輩
が
た
の
援
助
が
結
集

し
て
で
き
上
が
っ
た
こ
の
黒
藷
、
今
後
に
期

待
さ
れ
る
女
子
教
育
史
編
纂
の
礎
石
と
し
て
ま
す

ま
す
そ
の
真
価
を
発
揮
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

(
な
お
、
希
望
者
は
女
子
中
高
事
務
室
ま
で
。
実
喪
一
、

八
0
0
円
、
送
料
二
0
0
円
)

(
酒
井
康
・
女
子
大
学
教
授
)

今
日
の
世
界
の
状
況
に
対
し
て
意
味
深
い
も
の
で

あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
き
九
た
め
で
あ
ろ
う
。

わ
が
国
に
船
い
て
も
、
ユ
ソ
グ
に
対
す
る
関
心
が

と
み
に
高
ま
り
つ
つ
ぁ
る
が
、
そ
の
と
き
に
本
書

が
発
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
.
は
し
い
こ

と
で
あ
る
。

本
書
は
著
者
も
み
ず
か
ら
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
ユ
ソ
グ
心
理
学
の
世
界
へ
の
入
門
と
し
て
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
南
身
の
亀
を
通

じ
て
読
老
が
ユ
ソ
グ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
一
者
者
の
人
格
が
仲
介
者
と
し
て
い
き

い
き
と
は
た
ら
い
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
も

の
と
し
て
、
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
本
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
点
、
自
ら
の
ユ
ソ
グ
心
理
学
と
の
出
会

い
を
述
べ
た
第
豆
早
の
記
謡
、
読
者
の
心
を
と

ら
え
、
ユ
ソ
グ
の
伊
界
へ
と
引
き
込
ん
で
ゆ
く
よ

う
な
迫
力
を
も
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
本
書
の
構
成
を
紹
介
す
る
と
、
需
の

第
一
章
に
統
い
て
、
第
昼
ユ
ソ
グ
心
理
学
の
成

立
、
第
三
章
ユ
ソ
グ
心
理
学
の
基
木
概
念
、
第
四

章
ユ
ソ
グ
心
理
学
と
夢
分
析
、
第
五
章
ユ
ソ
グ
心

理
学
の
展
開
、
第
六
章
ユ
ソ
グ
心
理
学
研
究
法
、

と
な
っ
て
い
る
。
第
二
章
に
お
い
て
は
、
ユ
ソ
グ

が
「
魂
の
医
老
L
 
と
し
て
生
き
ぬ
い
九
、
そ
の
生

樋
口
和
彦
著

『
ユ
ン
グ
心
理
学
の
世
界
』

ユ
ソ
グ
の
著
作
が
、
最
近
、
ヨ
ー
戸
ツ
パ
で
も

フ
メ
リ
カ
で
も
よ
く
読
ま
れ
る
と
い
う
0
 
一
時
は

過
去
の
人
と
み
な
さ
れ
て
い
九
ユ
ソ
グ
が
こ
の
よ

う
に
復
権
し
て
き
た
の
は
、
彼
の
心
理
学
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
精
神
の
影
の
部
分
に
目
を
す
え
、
そ
の

全
体
性
の
回
復
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が

創
元
社
、
 
B
 
6
 
判

涯
と
関
連
せ
し
め
な
が
ら
、
ニ
ソ
グ
心
理
学
を
成

立
せ
し
め
る
基
礎
に
存
在
す
る
ユ
ソ
グ
の
内
的
体

験
と
世
界
観
が
示
さ
れ
る
。
第
三
章
は
ユ
ソ
グ
心

理
学
の
基
本
概
念
が
提
示
さ
れ
、
第
四
章
は
夢
分

析
が
論
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
章
で
は
分
析
家
と

し
て
の
著
者
の
豊
富
な
体
験
が
背
景
と
な
っ
て
い

る
だ
け
に
、
と
き
に
述
べ
ら
れ
る
印
象
的
な
臨
床

例
な
ど
に
ょ
っ
て
、
難
解
な
ユ
ソ
グ
の
考
え
が
極

め
て
わ
か
り
や
す
く
示
さ
れ
て
い
る
。
第
五
章

は
、
ユ
ソ
グ
心
理
学
の
広
さ
と
深
さ
を
示
す
も
の

と
し
て
'
歳
錬
金
術
、
東
洋
田
葱
神
話
、

宗
教
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

も
単
な
る
思
弁
で
は
な
く
、
心
理
療
法
と
い
う
極

め
て
人
間
的
な
営
為
と
関
連
づ
け
な
が
ら
、
現
代

人
の
生
き
方
と
密
接
に
か
か
わ
る
こ
と
と
し
て
取

り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
六
章
は
、
ユ
ソ
グ
心
理

学
を
今
後
さ
ら
に
研
究
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
人
に

対
す
る
配
慮
の
ゆ
き
と
ど
い
た
手
引
き
と
し
て
、

大
い
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
参
考
女
献
も
丁
寧

に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
筆
者
と
本

禽
の
著
者
は
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
こ
ろ
に
フ
メ
リ
カ

に
船
い
て
コ
ソ
グ
心
理
学
に
接
し
、
後
に
ス
ィ
ス

の
ユ
ソ
グ
研
究
所
で
出
会
っ
て
知
り
合
い
と
な
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り
、
そ
の
後
と
も
に
ユ
ソ
グ
心
理
学
を
学
ん
で
き

た
間
が
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
筆
老
は
心
理
学
を
背

景
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
一
者
者
は
宗
教
学
を

入
口
と
し
て
ユ
ソ
グ
に
接
し
た
点
が
異
な
っ
て
い

る
。
本
書
に
お
い
て
も
、
薯
者
の
宗
教
人
と
し
て

の
あ
り
方
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
非
常

に
印
象
的
で
あ
っ
た
。
最
初
に
も
明
ら
か
に
し
た

よ
う
に
、
一
者
者
の
人
間
性
が
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
し

て
作
用
し
て
い
る
こ
と
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が
、

本
書
を
他
に
類
の
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
、
の
に
仕
立

て
上
げ
て
い
る
驫
じ
ら
れ
る
。

(
河
合
隼
雄
・
京
都
六
学
教
授
)

一
本
と
な
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
の
演
胤
や
、
紹
介

記
事
な
ど
で
名
前
だ
け
は
知
っ
て
い
て
、
、
そ
の

も
の
自
体
を
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
書
物
で
あ
る
。

収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ジ
十
ツ
ク
・
オ
ー
デ

'
ベ
ル
デ
ィ
『
黒
い
祭
』
、
ジ
十
ソ
・
タ
ル
デ
ユ

え
志
口
』
他
五
篇
、
フ
エ
ル
ナ
ソ
ド
・
ア
ラ
バ

『
自
動
車
の
墓
場
』
、
ル
ネ
・
ド
・
オ
バ
ル

ー
レノ

デ
一
 
7
 
『
べ
ビ
ー
・
シ
ッ
タ
ー
」
、
、
シ
十
ツ
ク

ボ
レ
ル
『
船
ぱ
さ
ん
』
で
あ
り
、
巻
末
に
は
訳
者

に
ょ
る
詳
し
い
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
五

人
の
作
家
の
う
ち
、
後
者
の
二
人
は
、
第
者
も
そ

の
存
在
を
本
書
に
ょ
っ
て
初
め
て
教
え
ら
れ
九
。

今
こ
こ
で
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
筆
者
が
特
に

興
味
を
も
っ
た
の
は
や
は
り
、
タ
ル
デ
ユ
ー
と
7

ラ
バ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
第
二
次
義
後
の
現
代
演

劇
の
二
大
潮
流
を
な
す
プ
レ
ヒ
ト
以
下
の
新
し
い

り
フ
り
ズ
ム
劇
と
イ
ヨ
ネ
ス
コ
、
ベ
ケ
ッ
ト
な
ど

の
い
わ
ゆ
る
不
条
理
劇
の
な
か
で
、
こ
の
二
人
は

フ
ラ
ソ
ス
不
条
甜
の
第
二
世
代
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。
同
世
代
の
ド
イ
ツ
不
条
理
劇
作
家
の

な
か
に
ギ
ユ
ソ
タ
ー
・
グ
ラ
ス
、
ヴ
ォ
ル
プ
ガ
ソ

ク
・
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
マ
ー
、
.
ハ
ウ
ル
・
ペ
ル
ト
ナ

大
木
久
雄
訳

『
現
代
フ
ラ
ン
ス
演
劇

五
人
集
』

み
ず
か
ら
詩
人
、
演
出
家
で
あ
り
、
か
つ
て
ソ

ル
ボ
ソ
ヌ
に
学
ん
だ
こ
と
の
あ
る
訳
者
か
、
長
年

こ
つ
こ
つ
と
訳
し
て
こ
ら
れ
た
「
五
0
年
代
の
前

衛
と
呼
ぱ
れ
て
い
る
」
フ
ラ
ソ
ス
現
代
.
碕
の
五

人
の
作
家
の
十
の
作
品
が
こ
の
度
ま
と
め
ら
れ
て

白
川
圭
印
院
、
 
A
5
判

三
0
六
真
一
、
八
0
0
円

ー
な
ど
が
い
て
、
か
つ
て
筆
者
も
そ
の
辺
り
の
作

品
に
興
味
を
も
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
今
回

大
木
氏
の
訳
業
を
通
じ
そ
の
共
通
性
に
大
い
に
驚

い
た
し
だ
い
で
あ
る
。
『
不
条
理
の
演
劇
』
の
な
か

で
マ
ー
テ
'
ソ
・
エ
ス
リ
ソ
は
『
窓
口
』
を
力
フ

力
的
、
『
鍵
穴
』
に
は
ジ
ユ
ネ
の
響
き
が
あ
る
と

し
て
い
る
が
、
私
は
む
し
ろ
右
に
あ
げ
た
ド
イ
ツ

の
作
家
た
ち
を
思
い
起
こ
し
て
い
た
。
『
こ
と
ぱ

の
時
間
』
の
も
つ
高
級
な
形
而
上
劇
と
し
て
の
魅

力
は
、
最
近
ほ
と
ん
ど
忘
れ
か
け
て
い
る
も
の
で

あ
っ
九
。
だ
が
筆
者
が
も
っ
と
も
興
味
を
も
っ
た

の
は
、
既
に
『
戦
場
の
.
ヒ
ク
ニ
ッ
ク
』
な
ど
で
わ

が
国
に
も
知
ら
れ
て
い
る
フ
ラ
バ
ー
ル
の
『
自
動

車
の
墓
場
』
で
あ
っ
九
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
グ
ロ

テ
ス
ク
な
現
代
に
船
け
る
キ
リ
ス
ト
受
難
劇
の
パ

ロ
.
テ
ィ
で
あ
り
、
墓
の
エ
ス
リ
ソ
も
、
主
人
ハ
ム

の
「
ニ
マ
ヌ
ー
と
キ
リ
ス
ト
と
の
類
似
は
、
不
敬

に
近
い
ほ
ど
明
白
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
エ

マ
ヌ
ー
は
家
畜
小
屋
に
生
ま
れ
、
そ
の
父
は
大
工

で
、
三
十
歳
に
な
っ
た
と
き
「
金
の
な
い
連
中
の

を
、
夜
、
ダ
ソ
ス
を
楽
し
め
る
よ
う
、
ラ
ッ
パ

を
吹
き
に
作
く
」
た
め
に
末
を
出
る
。
{
暴
に
か

れ
を
売
る
仲
間
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
吹
き
ト
.
へ
は
、

ま
さ
に
ユ
ダ
そ
の
も
の
で
あ
り
、
幕
切
れ
警
官
の
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67 ー

自
転
車
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
た
そ
の
姿
は
十
字
架

に
か
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
を
思
い
出
さ
せ
ず
に
は

お
か
な
い
。
「
首
を
ハ
ソ
ド
ル
の
上
に
、
足
を
荷

物
台
に
、
腕
を
横
に
伸
し
て
ハ
ソ
ド
ル
の
上
に
城

せ
て
い
る
。
L

不
条
理
劇
の
初
訳
と
い
う
の
は
実
に
力
つ
か
し

い
仕
事
で
あ
る
が
、
長
年
、
一
際
の
舞
台
の
仕
事
に

よ
し

い
そ
し
ん
で
き
矣
木
氏
の
筆
は
ま
こ
と
に
淀
み

が
な
く
、
す
ぐ
れ
た
訳
業
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

(
近
廉
公
一
・
大
学
経
済
学
部
教
授
)

『
中
瀬
古
和
作
品
集

二
十
九
年
ま
で
。
こ
の
時
期
の
作
風
に
は
、
そ
の

師
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
の
現
代
作
曲
家
P
・
ヒ
ソ
デ

ミ
ッ
ト
の
影
響
が
強
く
み
ら
れ
る
。
第
二
期
は
昭

和
二
十
九
年
か
ら
晩
年
ま
で
。
こ
の
期
の
作
品
に

は
、
先
生
特
有
の
鋭
い
感
覚
が
、
二
度
目
の
ア
メ

り
力
留
学
中
に
啓
発
さ
れ
、
研
究
さ
れ
た
、
多
機

能
性
諾
と
よ
く
装
つ
い
て
発
展
し
、
高
度
な

技
法
と
緊
張
度
の
高
い
充
実
し
た
内
容
を
示
す
。

こ
の
よ
う
に
、
作
風
か
ら
は
二
期
に
分
か
れ
る

先
生
が
作
曲
活
動
を
通
し
て
使
追
求
さ
れ

゛
ユ
、
力た
こ
と
は
、
「
日
木
人
が
生
来
も
っ
て
い
る
童
昌

語
を
組
織
だ
て
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
作
曲
に
郭
い

て
歌
詞
と
音
楽
の
い
か
な
る
結
び
つ
き
に
ょ
っ
て

適
誓
表
現
さ
れ
る
か
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
問
題
の
解
明
の
た
め
、
日
本
瓢
宍
日
本

の
伝
統
音
楽
、
聖
譜
の
こ
と
ぱ
(
女
語
訳
)
、
グ
レ

、
コ
リ
オ
聖
歌
な
ど
を
深
く
研
究
さ
れ
、
究
極
的
に

こ
と
ぱ
と
音
楽
の
製
つ
き
に
ょ
り
表
現
さ
れ
る

も
の
の
奥
に
内
在
し
、
創
造
の
根
源
で
あ
る
も
っ

と
恵
蕎
な
る
も
の
へ
の
追
求
へ
向
か
わ
れ
九
。

そ
れ
は
、
具
体
的
に
宗
教
仙
の
創
作
で
あ
っ
九
。

特
に
最
後
の
十
年
余
り
、
「
累
宗
創
作
の
根
源

で
あ
る
」
と
い
う
根
本
理
念
に
ょ
り
、
宗
教
曲
が

介
品
の
主
流
と
な
り
、
勢
い
が
増
し
九
。

五
月
十
八
日
は
、
同
疹
女
子
大
学
で
音
楽
理

論
開
係
の
授
業
に
ユ
ニ
ー
ク
な
指
導
を
さ
れ
て
い

た
、
中
瀬
古
和
先
生
の
五
回
目
の
命
日
で
あ
る
。

こ
れ
を
機
に
女
子
大
学
'
藁
学
科
で
は
、
現
代
作

曲
家
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
た
先
生
の
作
品
集
を
出

版
し
た
。

中
瀬
古
先
生
の
創
作
年
代
峡
大
別
し
て
二
期

に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
期
は
昭
和
八
年
ご
ろ
か
ら

新
島
襄
研
究
参
考
図
書

ミ
イ
ぐ
0
言
伽
円
 
U
山
器
同
志
社
校
友
会

新
・
.
襄
の
生
涯

(
J
 
・
 
D
 
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
著
・
北
渠
治
訳
)

同
志
社
校
亥
会

翻
先
告
黎
1
統
(
森
中
音
賑
和
)

同
志
社
校
友
会

新
島
襄
需
集
(
同
志
輪
)
 
1
岩
波
交
庫

岩
波
書
店

新
島
裂
先
生
璽
曼
謡
著
)
同
疹
出
版
部

新
島
襄
1
人
と
織
(
魚
木
忠
一
著
)

同
志
社
出
版
部

新
券
犬
県
清
一
茗
)
同
志
社
出
版
部

新
島
先
生
と
符
一
艦
(
森
豊
光
茗
)

同
志
社

同
志
社
女
子
大
学
音
楽
学
科

A
4
判
、
一
六
五
頁
、
非
売
品

同
克
九
十
年
小
史
(
同
志
社
社
史
史
料
編
俳
編
)

同
志
社

雑
'
之
翻
研
究
」
同
志
社
新
島
研
究
会

新
豊
(
和
田
洋
一
著
)
日
本
基
督
教
団
緩
局

※
比
岐
的
姦
し
や
す
い
も
の
を
掲
載



作
県
に
収
め
ら
れ
た
の
は
、
第
二
期
の
も
の

ぱ
か
り
で
、
歌
曲
合
唱
曲
が
十
四
典
器
楽
曲
が

四
曲
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
十
二
曲
釜
書
を
テ
キ

ス
ト
と
し
て
い
る
0

次
に
各
作
品
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

一
、
「
主
よ
い
十
こ
に
往
き
た
も
う
か
」
(
一
九

六
0
)
女
声
の
た
め
の
カ
ソ
タ
ー
タ
。
使
徒
ぺ

テ
ロ
を
主
題
と
す
る
四
部
作
。
歌
詞
の
出
典
は
、

ヨ
ハ
ネ
と
マ
タ
イ
に
ょ
る
福
土
嵒
と
使
徒
行
伝
の

一
部
。
ニ
、
「
知
古
韓
げ
亭
臼
切
ミ
Φ
三
一
曾
」

(
一
九
六
一
)
女
声
三
部
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ソ
の
た
め
に
。
神
学
者
故
有
賀
鉄
太
郎
氏
の
訳

を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
三
部
作
。
多
機
能
性
器
に

基
づ
く
盲
の
処
理
に
ょ
る
ピ
ア
ノ
の
響
き
を
伴
奏

に
、
女
声
三
部
が
う
た
い
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ソ
は
断

片
風
に
、
と
き
に
間
奏
風
に
挿
入
さ
れ
る
。
三
、

「
エ
ホ
バ
よ
我
ふ
か
き
淵
よ
り
汝
を
よ
べ
り
」

(
一
九
六
毛
女
声
円
部
、
ヴ
ブ
イ
オ
リ
ソ
三
本

の
た
め
に
。
需
は
詩
篇
一
三
0
。
四
「
頌
」

(
一
九
六
七
)
女
声
四
部
と
バ
リ
ト
ソ
独
唱
の
た

め
に
。
三
十
七
小
節
の
短
か
い
曲
中
に
、
シ
メ
オ
ソ

の
た
た
え
う
た
が
う
た
わ
れ
る
。
出
典
の
ル
カ
に

よ
る
福
音
書
二
章
二
十
八
1
三
十
二
節
は
女
子
大

学
頌
啓
館
の
命
名
の
出
典
で
も
あ
る
。
五
、
「
わ

れ
黎
明
を
よ
び
さ
ま
さ
ん
」
(
一
九
六
九
)
符

五
十
七
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
こ
の
作
品
は
、
第
二

期
の
合
唱
曲
の
分
野
で
の
一
頂
点
を
な
す
。
混
声

合
唱
と
バ
リ
ト
ソ
独
唱
と
オ
ル
ガ
ソ
の
た
め
暑

か
れ
、
三
部
よ
り
な
る
大
規
模
な
カ
ソ
タ
ー
タ
で

あ
れ
の

あ
る
。
六
、
「
そ
は
荒
野
に
水
わ
き
い
で
」

(
一
九
七
0
)
混
声
合
唱
と
テ
ナ
ー
独
唱
と
オ
ル

ガ
ソ
の
た
め
に
書
か
れ
た
大
作
。
五
部
よ
り
な
り
、

前
作
品
よ
り
も
さ
ら
に
と
ぎ
す
ま
さ
れ
た
多
機
能

性
の
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
出
典
は
イ
ザ
ヤ

竺
十
五
章
と
詩
篤
十
九
篤
の
一
部
。
七
、
「
神

よ
捧
げ
ま
つ
る
感
謝
の
歌
を
」
詩
篇
六
十
五

ハ
、
「
す
べ
て
の
国
よ
神
を
た
た
え
よ
」
詩
篇

二
七
九
、
「
主
、
ソ
オ
ソ
の
と
ら
わ
れ
び
と

を
か
え
し
た
ま
い
し
と
き
」
詩
篇
三
六
1
い
山
,

れ
も
一
九
七
一
1
 
こ
れ
ら
三
曲
の
籍
歌
は
、

女
語
訳
の
碧
加
を
も
と
に
し
て
編
詩
さ
れ
た
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
教
会
の
た
め

に
、
と
い
う
意
図
で
作
ら
れ
九
も
の
。
十
、
「
視

よ
、
冬
す
で
に
過
ぎ
」
(
一
九
室
己
十
一
、
「
北

風
よ
起
れ
」
(
一
九
室
己
こ
れ
ら
二
曲
は
、
雅

歌
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
短
か
く
ま
と
め
ら
れ
た

ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
と
ピ
ア
ノ
の
九
め
の
歌
曲
。
十

ニ
、
「
狭
井
河
よ
鴛
ち
わ
九
り
L
 
(
古
事
記
1

一
九
六
四
)
十
三
、
「
う
つ
せ
み
し
神
に
堪
へ

ね
ぱ
」
分
葉
集
巻
二
1
一
九
六
四
)
聖
書
を
は
な

れ
て
、
作
曲
者
が
興
味
を
も
っ
た
古
事
記
、
万
葉

集
の
古
い
日
ホ
の
こ
と
ぱ
に
作
曲
さ
れ
た
。
メ
ツ

オ
ソ
プ
ラ
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ソ
三
本
の
た
め
の
歌

曲
。
十
四
、
「
飛
栩
」
 
1
大
澤
忍
歌
集
「
遠

翔
」
よ
0
 
(
一
九
六
八
)
作
曲
者
の
友
人
、

医
学
者
で
あ
り
歌
人
の
大
澤
忍
氏
よ
り
贈
ら
れ

た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
露
の
歌
集
「
遠
翔
」
よ

り
、
作
曲
者
が
特
に
共
琴
得
て
え
ら
ぱ
れ
た
十

首
を
、
独
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
に
作
曲
し
た
も
の
。

色
彩
豊
か
な
音
画
集
で
あ
る
。

次
に
器
楽
曲
に
つ
い
て
。

)
出
ル
郡
{
一
曾
=
]
巾
昂
『
ゆ
豊
仂
ヨ
郡
=

一
、

ぐ
0
岑
ゆ
(
一
九
五
八
)

こ
れ
は
旧
約
聖
究
王
紀
上
十
九
章
十
二
節
を

よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ソ
と
オ
ル
ガ

ソ
の
た
め
に
作
曲
さ
れ
た
一
つ
の
プ
ア
ソ
タ
ジ

ー
。
オ
ル
ガ
ソ
序
奏
に
つ
づ
い
て
三
部
よ
り
な
り
、

ヴ
ブ
イ
オ
リ
ソ
と
オ
ル
ガ
ソ
が
対
話
し
、
と
、
に

悟
る
。
ニ
、
弦
楽
四
重
奏
1
 
(
一
九
五
九
1
一
九
六
二
)

伝
統
的
形
式
の
系
章
よ
り
な
る
弦
楽
四
重
奏

曲
。
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和子

(司会)竹中正夫

藤田將之

. B. D. TUCKER

武邦保

三
、
弦
楽
六
重
奏
(
一
九
六
六
)

弦
楽
合
奏
曲
中
、
も
っ
と
、
充
実
し
た
内
容
の

作
品
。
短
か
く
簡
潔
た
音
素
材
に
あ
ら
わ
れ
た
楽

想
は
、
そ
の
特
徴
あ
る
り
ズ
ム
型
旋
律
型
ま
九

音
群
に
ょ
り
極
め
て
独
創
的
な
作
品
と
な
っ
九
。

四
、
独
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ソ
の
た
め
の
墨
(
一

九
七
一
)

作
者
の
最
後
の
作
品
。
一
重
早
よ
り
な
る
。
長

短
三
度
の
断
片
的
音
型
が
動
く
フ
ジ
タ
ー
ト
の
第

一
楽
章
、
ゆ
っ
た
り
し
た
テ
ソ
ポ
の
中
に
特
微
的

な
四
度
の
下
行
音
を
主
に
す
る
第
二
肇
に
?
つ

い
て
、
第
三
楽
章
は
前
二
楽
章
と
対
器
に
流
れ

の
あ
る
杼
情
性
を
た
た
え
て
い
る
。
各
楽
章
の
性

格
は
異
な
る
が
、
素
材
の
内
部
讐
に
は
有
機
的

な
関
連
性
が
あ
る
。

作
品
集
は
、
作
曲
者
の
自
筆
需
(
三
八
ー

三
孟
頁
を
除
く
)
の
写
真
版
で
あ
る
。
こ
の
作
品

集
に
ょ
り
、
一
人
で
、
多
く
の
か
た
が
た
に
巾
瀬

古
作
品
を
演
奏
し
て
、
そ
の
作
風
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
機
会
を
も
っ
て
い
九
だ
き
た
い
と
ね
が
う

も
の
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
関
心
あ
る
か
た
が

九
の
一
覧
を
お
す
す
め
す
る
。

な
郭
、
作
品
集
は
非
売
品
で
す
が
、
.
こ
希
望
の
か
た

に
は
実
賓
二
千
円
、
送
料
百
円
で
お
わ
け
い
九
し
立

す
。
同
志
社
女
子
大
学
音
楽
学
科
事
務
室
(
0
七
五

ー
ニ
五
一
1
四
二
0
一
)
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(
淵
邵
子
・
女
子
大
学
教
授
)

田
中
忠
雄
著

『
田
中
忠
雄
聖
書
画
集
』

田
中
綴
は
、
行
動
希
黎
蔑
以
来
、
会

員
と
し
て
活
躍
し
、
日
本
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
類

例
を
見
な
い
聖
書
画
に
取
り
組
ん
だ
、
特
異
な
画

家
で
あ
る
0
 
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
で
も
キ
リ
ス
ト
教
美
術

の
作
品
は
、
現
代
に
船
い
て
は
極
め
て
ま
れ
で
あ

る
。
極
言
す
れ
ぱ
、
二
十
雑
の
キ
リ
ス
ト
教
画

家
は
、
ル
オ
ー
一
人
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
田
中
忠
雄
の
作
品
の
中
に
は
、
明
ら
か
に

ル
オ
ー
を
意
識
し
て
制
作
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の

も
、
か
な
り
見
い
だ
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
彼
は
、

日
本
の
ル
オ
ー
九
る
こ
と
を
向
負
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

聖
画
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
主
題
を
描
く
も
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
聖
書
か
ら
主
題
を
得
九
か
ら

と
言
っ
て
、
す
べ
て
が
聖
画
と
呼
ぱ
れ
る
わ
け
で



は
な
い
。
日
本
の
寺
院
や
古
い
仏
像
を
描
い
た
も

の
が
、
直
ち
に
宗
教
画
や
仏
画
を
意
味
し
な
い
の

と
同
様
で
あ
る
。
田
中
忠
雄
の
聖
書
画
集
を
こ
こ

に
取
り
上
げ
る
の
は
、
た
だ
単
に
そ
れ
が
聖
書
の

物
語
を
主
題
に
し
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
は

な
い
。
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
的
な
精
神
を
衷
現
し

て
い
る
絵
画
と
し
て
評
価
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
画
題
と
表
現
さ
れ
た
精
神
内
容
と
が

切
り
離
さ
れ
て
在
る
わ
け
で
は
な
い
。
真
の
芸
術

作
品
に
あ
っ
て
は
、
両
者
の
分
裂
な
ど
は
老
え
ら

れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
田
巾
避
は
、
キ
リ
ス
ト
教

的
な
信
仰
を
絵
画
の
世
界
で
実
践
し
た
画
家
で
あ

る
。
聖
書
画
の
中
に
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
精
神
を

生
き
て
い
る
者
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

田
中
忠
雄
が
聖
書
画
を
描
き
は
じ
め
た
の
は
、

敗
戦
後
の
荒
廃
し
た
日
本
の
社
会
状
況
の
中
に
あ

つ
て
、
救
済
を
願
う
宗
教
的
現
実
的
な
関
心
が

直
接
の
動
機
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
厳
し
く
現

実
を
見
つ
め
る
画
家
の
眼
が
、
深
い
信
仰
に
支
え

ら
れ
て
発
芽
し
た
の
が
、
彼
の
聖
書
画
で
あ
っ

た
。
教
会
堂
の
ス
テ
ィ
ソ
ド
・
グ
ラ
ス
の
制
作
も

試
み
た
。
同
志
社
大
学
の
新
し
い
袖
学
館
の
礼
拝

堂
の
そ
れ
も
、
彼
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
る
。
彼

の
父
は
田
中
兎
毛
と
言
い
、
明
治
十
年
代
に
同
志

社
に
学
ぴ
、
後
、
札
幌
組
合
教
会
の
牧
師
と
し
て

開
拓
伝
道
に
あ
た
っ
た
。
彼
の
信
仰
心
は
、
こ
の

よ
う
な
家
紫
境
の
中
に
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
田
中
忠
雄
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
は

じ
め
に
、
神
学
部
の
竹
中
正
夫
教
授
が
か
な
り
詳

し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
画
家
の
向
井
潤
吉
や
美

術
批
評
家
の
今
呆
篤
男
も
序
論
的
に
彼
の
聖
譜

に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
こ
と
に
今
泉
氏
は
若
い

時
代
か
ら
の
友
人
と
し
て
、
現
代
の
中
に
生
き
る

キ
リ
ス
ト
教
画
家
、
田
中
忠
雄
の
需
に
対
し

て
、
愛
情
の
こ
も
っ
た
一
長
を
寄
せ
ら
れ
て
い

る
0
と
の
画
集
は
、
作
品
の
制
作
年
代
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
袈
の
物
語
の
年
代
順
に
編
集
し
て
あ
る
。

色
刷
図
版
も
良
く
で
き
て
い
る
。
画
集
に
納
め
ら

れ
た
も
の
は
、
彼
の
聖
書
画
の
ご
く
一
部
の
も
の

に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
彼
の
特
異
な
画
風
を

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
近
の
氏
は
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
美

術
の
推
進
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
開
く
。

暗
く
揺
れ
動
く
現
代
の
社
会
に
一
条
の
光
明
を
見

い
だ
す
べ
く
努
力
さ
れ
る
田
中
忠
雄
の
姿
に
、
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

釡
田
民
夫
・
大
学
女
学
部
教
授
)

『
回
顧
七
十
七
年
』
(
大
塚
節
治
著
)

B
6
判
六
、
 
0
0
0
円

大
塚
節
治
先
生
回
顧
録
刊
行
会
発
行

(
取
扱
・
同
朋
舎
、
校
友
会
)

『
続
・
同
志
社
歳
時
記
』

(
生
島
吉
造
・
松
井
全
論
)

B
6
判
七
0
0
円

同
志
社
大
学
出
版
部
発
行

(
取
扱
・
黒
社
収
益
事
業
課
)

『
同
志
社
校
友
会
名
簸
昭
和
五
士
一
年
広
版
』

(
同
疹
笑
△
司

B
5
判
一
 
0
、
 
0
0
0
円

同
志
社
校
友
会
発
行

(
取
扱
・
校
友
会
本
部
、
各
支
部
)
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